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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  52/24     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  52/08     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  52/36     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   1/707    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ４４０　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ４３２　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ４４６　
   Ｈ０４Ｊ  13/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月10日(2010.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワーク（１００）においてリバース・リンク伝送電力を制御する方法で
あって、
　複数の移動局に対して信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）を測定するステップ（Ｓ４０５）
と、
　前記移動局の前記測定されたＩＳＮＲと固定された目標ＳＩＮＲとに基づいて、前記移
動局の各々に対する電力制御調整を決定するステップ（Ｓ４１０）とを含み、前記固定さ
れた目標ＳＩＮＲは前記移動局に対して使用されるものであり、さらに、
　前記移動局に前記電力制御調整を送信するステップ（Ｓ４１５）を含む方法。
【請求項２】
　前記無線通信ネットワークの通信チャネル上のエラー率をエラー率しきい値よりも低く
維持するように、前記固定された目標ＳＩＮＲを選択するステップをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定するステップは、前記測定されたＳＩＮＲを前記固定された目標ＳＩＮＲと比
較し、前記電力制御調整の各々は、前記測定されたＳＩＮＲが前記固定された目標ＳＩＮ
Ｒを下回るときには伝送電力レベルを増加させるよう前記移動局に指示し、そして、前記
測定されたＳＩＮＲが前記固定された目標ＳＩＮＲを下回らないときには前記伝送電力レ
ベルを減少させるよう前記移動局に指示する（Ｓ４１０）、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　外部セル干渉を測定するステップと、
　前記測定された外部セル干渉が外部セル干渉しきい値を超えるかどうかを示す第１の干
渉指示信号を伝送するステップ（Ｓ６０５）とをさらに含む請求項１に記載の方法。
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【請求項５】
　複数の移動局を有する無線通信ネットワーク（１００）においてリバース・リンク伝送
電力を制御する方法であって、
　１つまたは複数の信号を基地局に伝送するステップ（Ｓ４０５）と、
　伝送電力レベルの調整を指示する電力制御調整標識を受信するステップ（Ｓ４１５）と
を含み、前記受信された電力制御調整は、前記１つまたは複数の伝送された信号に対して
測定された信号対干渉雑音比（ＳＩＮＲ）と固定された目標ＳＩＮＲしきい値とに基づい
て決定され、そして、前記固定された目標ＳＩＮＲしきい値は複数の移動局の電力制御調
整に使用される、方法。
【請求項６】
　前記受信された電力制御調整標識に従って前記伝送電力レベルを調整するステップをさ
らに備える請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　異なる基地局から複数の干渉指示信号を受信するステップ（Ｓ６０５）と、
　前記複数の干渉指示信号に基づいて、最大伝送電力しきい値を調整するかどうかを決定
するステップ（Ｓ６１０）とをさらに含み、前記最大伝送電力しきい値は、伝送がこれを
下回るように制約されている最大許容伝送電力レベルを示す、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数の干渉指示信号のうちの少なくとも１つが、外部セル干渉が外部セル干渉しき
い値を超えることを示すときには、前記最大伝送電力しきい値を増加させるステップ（Ｓ
６１５）と、
　前記複数の干渉指示信号が、外部セル干渉が外部セル干渉しきい値を超えることを示す
少なくとも１つの干渉指示信号を含まないときには、前記最大伝送電力しきい値を減少さ
せるステップ（Ｓ６１５）とをさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記増加させるステップは第１の固定量だけ前記最大伝送電力しきい値を増加させ、前
記減少させるステップは第２の固定量だけ前記最大伝送電力しきい値を減少させる（Ｓ６
１５）、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の固定量は、
Ｐｕｐ＝［ｘ／（１－ｘ）］×Ｐｄｏｗｎ

によって表され、Ｐｕｐは前記第１の固定量であり、ｘは前記測定された外部セル干渉が
前記外部セル干渉しきい値を超える確率であり、Ｐｄｏｗｎは第２の固定量であり、
　前記第２の固定量は、
Ｐｄｏｗｎ＝ｗ×（ｍａｘ（Ｇ（ｄ）））
によって表され、ｍａｘ（Ｇ（ｄ））はｄ個の基地局の平均チャネル・ゲインの中からの
最大平均チャネル・ゲインを示し、そして、前記ｄ個の基地局は、外部セル干渉が前記外
部セル干渉しきい値を超えることを示すｄ個の干渉指示信号を伝送する、請求項９に記載
の方法。
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